
124 第1回　AMTEX　WorkshoPの報告

shopで行なわれた研究報告のアブストラクト，その他

AMTEXに関連した研究・連絡事項などとする．原稿

の期限は1976年12月15日で，送付先は次のとおり；日本

人研究者：浅井冨雄（東京都中野区南台1－15－1，東大海

洋研），アメリカ人研究者：Dr・D・H・Lenschow（NCAR，

P．O．Box3000，Boulder，Colorado80303）またはDr・

」．S．Fein（NSF，GARP　Room644，Washington，D・C・

20550），オーストラリア・カナダ人研究者は上記のいず

れかへ．

　また，AMTEX研究に関する出版済みまたは未出版

のものや，進行中の研究で定期刊行物にあてるものなど

にっいてはNewsletterの情報にする．第2号は1977年

9月に行な：われるSeattleでのAMTEX　Meetingに間

に合うよう同年6月に発行の予定．

編　集　後　記

　今期編集委員会も誕生してから既に3ヵ月が経ち，

ようやく活動が順調になって来ました．今後とも，会

員の期待に応えるべく，編集委員全員はりきっていま

す．

　はりきりついでに，会員諸氏に1つお願いをしたい

と思います．それは，投稿論文のコピーの件です．編

集委員会では従来から，コピーの同封されていない投

稿論文に悩まされて来ました．そこで今回，投稿規定

を若干修正し，コピーの添付を明確に記載することに

しました．今後，投稿される会員諸氏は，必ず，コピ

ーを同封の上投稿されるよう注意して下さい．コピー

がない場合は，受理されないことがあります．

　尚，手元に控えがありますと，後の事務手続きが簡

略化されますので，是非控えをとっておかれることを

希望いたします．（S）
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